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記

昭
和
五
十
一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
研
究
成
果
刊
行
費
）
の
交
付
決
定
に

つ
い
て

　
こ
の
た
び
、
昭
和
五
十
　
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）
に
つ
い
て
、
文
部
雀
学
術

国
際
局
か
ら
交
付
決
定
の
通
知
が
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昭
和
五
十
～
年
四
月
一
日
か
ら
、
昭
和
五
十
二
年

三
月
三
十
一
日
ま
で
の
史
林
の
出
版
・
刊
行
に
対
す

る
補
助
金
で
す
。
こ
こ
に
史
林
の
繊
版
・
刊
行
費
の

一
部
と
し
て
、
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
刊
行
費
）
の
交
付
を
受
け
た
こ
と
を
明
記
い
た

し
ま
す
。

日
本
学
術
会
議
第
十
一
期
会
員
選
挙
な
ら
び

に
有
権
者
名
簿
の
登
録
に
つ
い
て

　
日
本
学
術
会
議
第
十
「
期
会
員
選
挙
は
、
昭
和
五
十

二
年
十
一
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
会
員
を
選
挙
し
、
会
員
に
選
挙
さ
れ
る
た
め
に
は
、

日
本
学
術
会
議
の
有
権
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
選
挙
に
つ
い
て
、
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
く
だ

さ
い
。

◇
　
前
回
（
第
十
期
）
の
選
挙
の
際
有
権
者
で
あ
っ
た

　
者
に
つ
い
て
は
、
選
挙
管
理
会
に
保
管
し
て
あ
る
登

　
録
画
カ
ー
ド
に
よ
り
、
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
こ
の
審
査
で
認
定
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
ま
ま
有
権

　
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
ま
す
か
ら
、
あ
ら
た
め
て
登
録

　
用
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
選

　
挙
管
理
会
か
ら
登
録
用
カ
ー
ド
を
提
出
す
る
よ
う
通

　
知
の
あ
っ
た
者
は
、
あ
ら
た
め
て
登
録
用
カ
ー
ド
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
・
お
、
　
㎜
唄
和
五
十
一
年
六
門
月
一
日
に
会
呂
只
選
挙
規

　
則
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
〔
同
日
付
の
官
報

　
（
号
外
第
四
三
）
参
照
〕
が
、
そ
の
改
一
正
に
よ
り
、

　
前
回
の
有
権
者
で
も
、
第
十
期
及
び
第
九
期
の
選
挙

　
に
わ
た
っ
て
、
選
挙
管
理
会
が
登
録
用
カ
ー
ド
記
載

　
の
住
所
に
投
票
用
紙
を
発
送
し
た
が
、
二
回
と
も
到

　
達
し
な
か
っ
た
者
は
、
昭
和
五
十
二
年
六
月
三
十
日

　
ま
で
に
「
有
権
者
異
動
届
」
に
よ
り
住
所
の
異
動
を

　
届
け
幽
な
い
と
、
有
権
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
な
い
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
。

◇
　
前
回
の
選
挙
の
有
権
者
以
外
の
者
で
、
有
権
者
名

　
簿
に
登
録
を
求
め
よ
う
と
す
る
者
は
、
登
録
用
カ
ー

　
ド
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
　
登
録
用
カ
ー
ド
は
、
い
つ
で
も
提
出
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
が
、
第
十
一
期
選
挙
の
た
め
の
登
録
用
力

　
i
ド
の
受
付
は
、
昭
和
五
十
二
年
三
月
三
十
一
日
で

　
締
切
り
ま
す
か
ら
、
そ
の
日
ま
で
に
選
挙
管
理
会
に

　
到
着
す
る
よ
う
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
　
登
録
用
カ
ー
ド
用
紙
は
、
選
挙
管
理
会
に
請
求
す

れ
ば
無
料
で
送
付
し
ま
す
。

　
日
本
学
術
会
議
中
央
選
挙
管
理
会

　
（
〒
一
〇
六
　
東
京
都
港
区
六
本
木
七
一
二
二
）

◇
今
回
（
第
十
【
期
）
の
選
挙
期
屡
（
投
票
の
締
切
日
）

　
は
、
昭
和
五
十
二
年
十
　
月
二
十
五
日
で
す
。

◇
　
有
権
者
は
氏
名
、
住
所
（
住
居
表
示
の
変
更
を
含

　
む
）
、
勤
務
機
関
、
勤
務
地
、
身
分
等
の
い
ず
れ
か
に

　
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は
「
有
権
者
異
動
届
」
を
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
怠
る
と
有
権
者
の
権
利
を

　
行
使
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◇
第
十
期
有
権
者
が
、
現
在
の
所
属
以
外
の
部
又
は
専

　
門
に
よ
り
登
録
を
求
め
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
登
録

　
の
し
な
お
し
を
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
「
所
属
部
又

　
は
専
門
変
更
届
」
に
よ
り
、
登
録
用
カ
ー
ド
用
紙
を

　
請
求
し
、
新
た
に
登
録
を
求
め
る
手
続
を
と
ら
な
け

　
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

『
史
林
』
投
稿
規
定

　
本
誌
の
投
稿
規
定
は
次
の
通
り
で
す

◇
資
格
　
本
会
員
で
あ
る
こ
と

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ
な
ど

　
○
研
究
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
程
度

　
　
研
究
論
文
に
は
四
〇
〇
字
以
内
の
「
要
約
」

　
　
と
、
　
「
英
文
要
約
」
を
添
付
の
こ
と
（
研
究
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ノ
ー
ト
に
は
両
方
と
も
不
用
）

　
　
註
は
原
則
と
し
て
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

　
○
学
会
動
向
・
批
判
と
反
省

　
　
四
〇
〇
字
詰
三
〇
枚
以
内

　
○
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
送
先
　
史
林
編
集
委
員
会

　
　
　
　
〒
六
〇
六
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
『
史
林
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
在
庫
は
次
の
通

り
で
す
。
お
申
込
は
必
ず
前
金
に
て
、
郵
送
の
場

合
は
送
料
（
各
冊
四
〇
円
）
を
添
え
て
下
さ
い
。

　
三
三
巻
一
号

　
三
四
巻
一
・
二
号
・
四
号

　
三
八
一
二
号
・
四
号

　
三
九
巻
一
言
万
・
三
号
・
六
号
　
　
四
〇
巻
六
号

　
四
［
一
巻
四
号
　
　
　
　
　
　

四
二
巻
五
口
写
・
六
口
写

　
四
三
巻
二
号
～
四
口
写
・
六
口
万

　
四
四
巻
一
号
・
六
号
　
　
四
五
巻
二
号

　
四
エ
ハ
巻
一
口
万
・
四
口
万
・
五
口
写

　
四
七
巻
一
号
～
六
号
　
　
四
八
巻
三
号
～
六
号

　
四
九
巻
一
二
m
万
～
六
号

五
〇
巻
一
口
万
・
四
号
・
六
易
・

五
一
巻
一
口
万
・
二
口
万
・
四
口
万
～
六
口
万

五五五五
八六四二
巻書巻番

号繋累号
～～～～

の　 よ　 ぬ　 ぬノ　　ノ　　ノ　　ノへ

号号号号

頒
価
は
五
六
巻
六
号
ま
で
は
五
〇
〇
円
、

一
号
～
五
八
巻
六
号
は
六
〇
〇
円
、

以
降
は
七
五
〇
円
で
す
。

　
な
お
、
よ
り
多
く
の
学
兄
が
史
学
研
究
会
に
入

会
さ
れ
、
本
誌
を
定
期
購
読
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め

致
し
ま
す
。
会
費
は
年
四
、
○
八
○
円
で
す
。

編
　
集
　
後
　
記

〇五五五五五
円〇九七五三
’○書巻書巻
五円一一一一
九’号繋累号
巻樽・～～～
一七二六六六
号巻号号号号

　
京
大
構
内
の
樹
丈
の
宿
荷
い
メ
タ
セ
コ
イ
ア
も
枝
払
い

が
終
り
、
一
段
と
冬
ご
も
り
の
景
観
を
呈
し
て
き
ま
し

た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
い
か
が
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

「
師
走
」
の
さ
な
か
、
十
二
月
の
諸
行
事
や
賀
状
書
き

に
と
御
多
忙
の
こ
と
か
と
御
推
察
由
し
上
げ
ま
す
。

　
曾
て
、
　
『
史
林
臨
六
〇
巻
一
号
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
　
『
史
林
』
も
「
還
暦
」
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
編
集
諸
氏
は
還
暦
記
念
の
「
史
林
総
昌
次
」
作

成
や
そ
の
他
、
そ
れ
ぞ
れ
案
と
し
て
お
持
ち
の
よ
う
で

す
。
具
体
的
な
話
は
年
を
越
し
て
か
ら
煮
つ
ま
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
に
も
御
協
力
を
い
た
だ
く

こ
と
に
な
る
か
と
存
じ
ま
す
。
そ
の
節
は
宜
敷
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
に
も
触
れ
ま
し
た
が
、
例
年
交
付
を
受
け
て
お
り

ま
す
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
刊
行
費
）
が
五

十
一
年
度
も
交
付
さ
れ
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
『
史
林
』
の
順
調
な
刊
行
を
行
う
べ
く
編
集
一

同
努
力
す
る
所
存
で
す
。

　
さ
ら
に
、
日
本
学
術
会
議
第
十
一
期
会
員
選
挙
な
ら

び
に
有
権
者
名
簿
の
登
録
に
つ
き
ま
し
て
も
掲
載
し
ま

し
た
が
、
登
録
用
カ
ー
ド
の
提
出
〆
切
が
昭
和
五
十
二

年
度
三
月
末
日
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
有
資
格
者
の
皆

様
に
は
、
再
度
御
確
認
下
さ
い
ま
す
よ
う
、
蛇
足
な
が

ら
付
記
致
し
ま
す
。

　
こ
の
『
史
林
』
第
六
〇
巻
　
号
が
、
お
手
元
に
届
き

ま
す
の
は
正
月
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
は
良
き
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。
　
　
（
　
九
七
六
・
十
二
・
十
八
　
久
武
）

叛
躾
韓
」
二
朋
二
語
舗
定
価
蓋
○
円

　
史
　
林
　
（
第
六
〇
巻
蔓
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
告
国
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部

発
行
人

印
嗣
所

史
　
　
学
　
研
　
　
究
　
　
会

　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
五
｝
五
五
番

理
事
長
　
佐
　
　
藤
　
　
　
長

京
都
市
下
京
区
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
〇

中
村
印
刷
株
式
会
社
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